
 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年（2021 年）3月 

明和町長 世古口 哲哉 
 

令和 3年（2021 年）3月 

明和町長 世古口 哲哉 

はじめに 

本町では、平成２３年３月に「明和町観光振興計画」を

策定し、観光振興に積極的に取り組んできました。平成２

８年の３月には明和町観光振興計画の見直しを行ってお

ります。平成２３年以降、日本遺産の認定や、平安時代の

建物を復元し整備した史跡公園「さいくう平安の杜」、観

光ＰＲや史跡斎宮跡の保存活用を進めるための活動拠点

「いつきのみや地域交流センター」も完成し、皆様をおも

てなしする環境を整えました。 

また、三重県で初となる「文化財保存活用地域計画」の

認定を受け、今後より一層、文化財をはじめとした地域の

資源を活用し、観光振興に繋げていきたいと思います。 

この新たな計画のもとで、「持続可能な観光」の実現に

向け明和町の魅力を町内外に広く発信し、町一丸となりさ

らなる観光振興に取り組んでいきたいと考えております。 

この新たな計画のもとで、「持続可能な観光」の実現に

向け明和町の魅力を町内外に広く発信し、町一丸となりさ

らなる観光振興に取り組んでいきたいと考えております。 



 

 

  



 

 

 

目 次 

  ····································································· 1 

  ··································································· 1 

  ····································································· 1 

  ································································· 1 

  ······························································· 1 

  ······································································· 1 

  ···················································· 1 

  ······················································ 1 

  ·················································· 1 

  ·············································· 1 

  ····································································· 1 

  ··································································· 1 

  ································································· 1 

  ································································· 1 

  ································································· 1 

  ············································ 1 

 

 

 

 

 

 

 

file:///C:/Users/n-murooka16/Desktop/(最終修正）観光振興計画.docx%23_Toc67644253
file:///C:/Users/n-murooka16/Desktop/(最終修正）観光振興計画.docx%23_Toc67644254
file:///C:/Users/n-murooka16/Desktop/(最終修正）観光振興計画.docx%23_Toc67644255
file:///C:/Users/n-murooka16/Desktop/(最終修正）観光振興計画.docx%23_Toc67644256
file:///C:/Users/n-murooka16/Desktop/(最終修正）観光振興計画.docx%23_Toc67644257
file:///C:/Users/n-murooka16/Desktop/(最終修正）観光振興計画.docx%23_Toc67644258
file:///C:/Users/n-murooka16/Desktop/(最終修正）観光振興計画.docx%23_Toc67644259
file:///C:/Users/n-murooka16/Desktop/(最終修正）観光振興計画.docx%23_Toc67644261
file:///C:/Users/n-murooka16/Desktop/(最終修正）観光振興計画.docx%23_Toc67644262
file:///C:/Users/n-murooka16/Desktop/(最終修正）観光振興計画.docx%23_Toc67644263
file:///C:/Users/n-murooka16/Desktop/(最終修正）観光振興計画.docx%23_Toc67644264
file:///C:/Users/n-murooka16/Desktop/(最終修正）観光振興計画.docx%23_Toc67644265
file:///C:/Users/n-murooka16/Desktop/(最終修正）観光振興計画.docx%23_Toc67644266
file:///C:/Users/n-murooka16/Desktop/(最終修正）観光振興計画.docx%23_Toc67644268
file:///C:/Users/n-murooka16/Desktop/(最終修正）観光振興計画.docx%23_Toc67644267
file:///C:/Users/n-murooka16/Desktop/(最終修正）観光振興計画.docx%23_Toc67644269
file:///C:/Users/n-murooka16/Desktop/(最終修正）観光振興計画.docx%23_Toc67644270
file:///C:/Users/n-murooka16/Desktop/(最終修正）観光振興計画.docx%23_Toc67644271
file:///C:/Users/n-murooka16/Desktop/(最終修正）観光振興計画.docx%23_Toc67644272
file:///C:/Users/n-murooka16/Desktop/(最終修正）観光振興計画.docx%23_Toc67644273
file:///C:/Users/n-murooka16/Desktop/(最終修正）観光振興計画.docx%23_Toc67644274


 

 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第１章 
観光振興計画 

策定について 

斎宮のハナショウブ群落 
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 三重県明和町は史跡斎宮跡をはじめとする歴史・文化資源や大淀海岸、斎宮調整池周辺（斎宮調

整池・斎宮きららの森）等のレジャー・自然に関する資源など、様々な観光資源を有しています。 

 平成 27 年 4 月には、斎王・斎宮を中心としたストーリー「祈る皇女斎王のみやこ 斎宮」が日

本遺産に認定されたとともに、斎宮における平安時代の 3棟の建物や道路などを復元整備した史跡

公園「さいくう平安の杜」や「いつきのみや地域交流センター」がオープンしました。平成 31年 2

月には明和町内に「観光」×「健康」×「物産」をテーマに事業を進める一般社団法人明和観光商

社が設立、令和 2年 10 月に観光庁より観光地域づくり法人（DMO）1として登録されました。 

 これらの、観光資源を最大限に有効に活用し、魅力的な観光地として認知されるとともに町内で

の滞在時間の増加を図り、地域の活性化につなげるため、その指針となる「明和町観光振興計画」

（以下、観光計画）を改訂します。 

 

 

 観光計画（平成 28 年度から令和 2 年度）において、明和町の観光に関する課題として『斎宮の

認知度向上』、『新規観光客の増加』、『リピーター客の増加』、『観光消費額の増加』の 4つを挙げま

した。これらの課題に対して戦略的な観光施策に取組みました。大都市圏（愛知県、大阪府、東京

都）での民間企業（旅行代理店など）と連携を図り、伊勢志摩へ観光に訪れる方をターゲットとし

た講演会の実施や、伊勢市と連携を図った観光ガイドブックの製作により『斎宮の認知度向上』お

よび『新規観光客の増加』を図り、一定数の効果があったと考えられます。また、明和町の特産品

を取り揃えたインターネット上の商店街の開設や、明和町特産品のブランディングなどにより『観

光消費額の増加』に向けた取組が着実に前進しております。 

 しかし４つの課題解決に向けて、着実に前進はしてはいるものの大きな成果につながっていない

と考えられます。 

 今回の観光計画では、「持続可能な観光2」を目指すことを重点に置くとともに、地域一丸となっ

た「おもてなし」や地域、事業者との「連携」を強化していく視点を盛り込むとともに、唯一無二

の「明和町ならではの魅力」を活かしていく戦略的な計画とします 
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 本観光計画の期間は、令和 3年度から令和 7年度までの 5年間とします。 

 なお、観光計画策定後は、進捗状況の把握に努めるとともに、観光を取り巻く社会経済情勢の変

化などにも的確に対応しながら、必要に応じて計画内容の見直しを行うこととします。 

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03 R04 R05 R06 R07 R08 … … 

      

 

 

 観光計画の策定にあたっては「明和町総合計画」「明和町総合戦略」、「三重県観光振興基本計画」

等の関連計画との整合を図ることとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 まち・ひと・しごと創生 明和町総合戦略 

 明和町都市計画マスタープラン 

 史跡斎宮跡保存管理計画 

 明和町文化財保存活用地域計画 

 史跡斎宮跡を核とした町の活性化基本方針 

 明和町歴史的風致維持向上計画 

 都市再生整備計画 

 史跡斎宮跡植栽計画指針 

 明和町環境基本計画 

 明和町教育行政大綱 

 三重県観光振興基本計画 

 史跡斎宮跡整備基本構想 

 史跡斎宮跡東部整備基本計画

書 

 伊勢志摩定住自立圏構想 

 松阪地域定住自立圏構想 

明和町観光振興計画 

第
６
次
明
和
町
総
合
計
画 

 伊勢市観光振興基本計画 

 松阪市観光振興ビジョン 

関係各所との

意見交換 

三重県の関連計画 

他市町との連携構想 

他市の関連計画 

第 5次明和町総合計画 

【平成 28 年度から令和 2年度】 

第 6次明和町総合計画 

【令和 3年度から令和 12年度】 

観光振興計画 

令和 3年度策定 

観光振興計画 

平成 23 年度策定 

観光振興計画 

平成 28 年度策定 
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現状と 

課題 

第２章 
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 明和町には、歴史・文化資源を豊富に有しています。史跡斎宮跡を中心に斎王や斎宮に関連し

た施設として、斎宮歴史博物館や、いつきのみや歴史体験館、さいくう平安の杜等が整備されて

います。その他の歴史資源として国指定天然記念物の「斎宮のハナショウブ群落」、国指定史跡の

「水池土器製作遺跡」をはじめ、大淀祇園祭の拠点となる竹大與杼神社等があります。自然・レ

ジャーの施設としては、大淀海岸とその周辺のキャンプ場や、斎宮調整池周辺（斎宮調整池・斎

宮きららの森）や三重県営大仏山公園等があります。 

 また、施設だけではなく平成 27 年には文化庁からも認定を受けた日本遺産3「祈る皇女斎王のみ

やこ 斎宮」のストーリーや、御糸織、擬革紙などの「伝統工芸」、各地区に残る「伝統文化」、豊

富な「農作物」、「海産物」をはじめ、それらをつかった「特産品」も多く町内にはあります。 

 

 斎宮歴史博物館  

 三重県営の博物館。斎王・斎宮をめぐる歴史や文

学、そして斎宮跡の発掘調査の成果を展示・映像を

通して紹介しています。斎宮歴史博物館最大の特徴

は、史跡の上に建てられていることです。 

5 月の大型連休や、秋頃には校外学習や修学旅行に

より多くの子ども達が、斎宮や斎王について学びま

す。 
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 いつきのみや歴史体験館  

 斎宮が最も栄えた平安時代を中心に、歴史や文化

を身近に体験・学習できる施設です。蹴鞠や盤すご

ろく、貝覆いなどの古代の遊びや、十二単、直衣な

どの本格的な平安装束を体験することができます。 

建物のつくりも平安時代に用いられた寝殿造と呼

ばれる貴族の邸宅をモデルにしています。 

 

 

 

 さいくう平安の杜  

 平成 27 年に復元された 3 棟の建物です。9 世紀

に斎宮寮の長官が儀式や饗応に用いた「寮庁」の代

表的な 3 棟を発掘された同じ場所に平安時代の建

築を忠実に再現し復元しています。 

施設内では VR 体験による、当時の斎宮の雰囲気を

体験することも可能です。 
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 いつき茶屋  

 史跡斎宮跡に建てられている、軽食やお土産の購

入が可能な休憩所です。明和町ならではの「ひじき

うどん」の提供や、地元でとれたお米や、野菜など

をはじめ各種様々な特産品の販売を行っています。 

また、史跡斎宮跡の案内もしてくださるガイドボラ

ンティアもこの建物にいます。 

 

 

 いつきのみや地域交流センター  

 斎宮跡を上から展望することができるテラスを

はじめ、来訪者から町民までがくつろげるスペース

を設けた施設です。イベント会場や会議スペースと

しての貸出も行っており、定期的にイベント等も開

催されています。平安装束とはまた違った古代装束

もレンタルしています。 
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 大淀ふれあいキャンプ場 

 

 白砂青松で有名な大淀海岸が眼前に広がる町営

のキャンプ場です。心地よい松林の中で、バンガロ

ーやテント、カーサイトで心ゆくまでアウトドアを

満喫できます。また、令和 2年度には新しい観光と

働き方として「ワーケーション4」の環境を整え、幅

広い利用が可能なレジャースポットとなりました。 
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伝統工芸品 
sa 

日本遺産構成文化財 

斎宮跡 

（さいくうあと） 

斎王の森 

（さいおうのもり） 

祓川 

（はらいがわ） 

竹川の花園 

（たけがわのはなぞの） 

竹神社 

（たけじんじゃ） 

隆子女王の墓 

（たかこじょおうのはか） 

斎宮跡出土品 

（さいくうあとしゅつどひん） 

カケチカラ発祥の地 

（かけちからはっしょうのち） 

斎王尾野湊御禊場跡 

（さいおうおののみなとおんみそぎばあと） 

業平松 

（なりひらまつ） 

大淀 

（おおよど） 

佐々夫江行宮跡 

（ささふえあんぐうあと） 

 

自然・レジャー資源 

大淀ふれあいキャンプ場（おおよどふれあいきゃんぷじょう） 

斎宮のハナショウブ群落（さいくうのはなしょうぶぐんらく） 

三重県営大仏山公園（みえけんえいだいぶつやまこうえん） 

斎宮調整池（さいくうちょうせいいけ） 

斎宮きららの森（さいくうきららのもり） 

 

歴史・文化資源 

町内主要行事 

伝統芸能品 

2 月頃 前野のお頭神事 

6 月頃 斎王まつり 

7 月頃 蓑村虫送り 

7 月頃 有爾桜神社と天王踊 

夏頃 上村天王祭 

8 月頃 宵宮祭と大淀祇園祭 

8 月頃 志貴の精霊相撲 

8 月頃 中村の安産祈祷相撲 

秋頃 いつきのみや観月会 

12 月頃 追儺のまつり 

 

伊勢街道（いせかいどう） 

史跡水池土器製作遺跡（しせきみずいけどせいさくいせき） 

坂本古墳公園（さかもとこふんこうえん） 

塚山古墳群（つかやまこふんぐん） 

竹大與杼神社（たけおおよどじんじゃ） 

竹佐々夫江神社（たけささふえじんじゃ） 

転輪寺（てんりんじ） 

八脚門（はっきゃくもん） 

旧竹神社（きゅうたけじんじゃ） 

 

みいと織 擬革紙 

竹神社 

大淀 斎宮跡 

カケチカラ発祥の地 

斎宮きららの森 斎宮のハナショウブ群落 

伊勢街道 坂本古墳公園 

大淀祇園祭 

斎王まつり 
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国 

 「明日の日本を支える観光ビジョン」を踏まえ、観光は我が国の成長戦略の柱、地方創生の切り

札という認識の下、拡大する施課の観光需要を取り込み、世界が訪れたくなる「観光先進国・日本」

への飛躍を図ることとしています。 

 観光立国推進基本法（平成 19 年 1 月施行）の規定に基づき、観光立国の実現に関する基本的な

計画として新たな「観光立国推進基本計画」が平成 29 年 3 月に閣議決定されました。多くの人か

ら日本が観光のディスティネーション5として選択され、さらに「世界が訪れたくなる日本」へと飛

躍するために、基本的な方針として「国民経済の発展」、「国民生活の安定向上」、「国際相互理解の

増進及び災害、事故などのリスクへの備え」を掲げています。 

 

訪日外国人 

 平成 28 年 3 月に策定された「明日の日本を支える観光ビジョン」において、令和 2 年訪日外国

人旅行者数 4,000 万人、旅行消費額 8 兆円、令和 12 年訪日外国人旅行者数 6,000 万人、旅行消費

額 15 兆円等の大きな目標を掲げています。 

 令和元年には訪日外国人数は過去最高の 31,882 千人となりました。 
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そのうち約 8割がアジア圏からの来日外国人となり、続いて北アメリカ圏、ヨーロッパ圏からの

訪日が多い結果となっています。国別にみると、中国および韓国でおよそ全体の半分となっていま

す。一方で、韓国からの訪日外客数が前年比 26.0%減と大きく減少し、アジア圏ではフィリピン、

ベトナムが、ヨーロッパ圏では英国が前年比 25％増と伸び率が高い結果となっています。 
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図2．訪日外国人割合（国籍別）
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 訪日外国人の旅行手配方法は、5 年間続いてパッケージ利用率が減少傾向にあり、令和元年では

利用率が 25％を下回りました。欧米ではもともと個別手配が主流であり、アジア圏でも個別手配化

が進んでいると考えられます。 

 また、出発前に得た旅行情報源で役にたったものは「SNS6」が 24.6％、「個人のブログ」24.4%、

「自国の親族・知人」19.6％の順で多い。滞在中に得た情報で役に立ったものは、「交通手段」が

54.2％と最も高く、「飲食店」（37.9%）、「宿泊施設」（33.2%）、「観光施設」（32.7%）、に続いて「無

料 Wi-Fi」（26.6%）の順で多くなりました。 
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 旅行消費額 4 年連続で増加しています。令和元年は 4兆 8135 億円と過去最高（前年比 6.5％増）

を更新。一般客一人当たり旅行支出も 15.85 万円（前年比 3.6％増）と増加しました。特にタイ、

英国、ドイツ、フランスでは一般客一人当たり旅行支出が前年比 5.0％以上増加しています。一般

客 1人当たり旅行支出を品目別にみると、どの品目も少しずつ増加している。最も支出金額が大き

い買物代を見ると「化粧品・香水」と「服・かばん・靴」が好調でした。 
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日本人による旅行 

 令和元年については、日本人の国民 1 人当たりの国内宿泊観光旅行の回数は 1.36 回、国内宿泊

観光旅行の宿泊数は 2.21 泊となりました。令和元年 9月の令和元年房総半島台風、同年 10 月の令

和元年東日本台風による災害の影響もあったものの、改元に伴いゴールデンウィークが 10 連休で

あったこと、5 月の日照時間が記録的に長かった地方が多く旅行環境に恵まれていたこと等により

前年から宿泊旅行及び日帰り旅行がともに増加しました。 

 

 
 

 また、日本人の海外旅行については、令和元年には過去最高の 2,008 万人となり、令和 27 年 3月

に閣議決定した「観光立国推進基本計画」に定められた「2020 年までに日本人の海外旅行者数を

2,000 万人にする」という目標を達成しました。日本人の海外出国者数は平成 26 年より 4年連続で

増加傾向にあります。 
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新型コロナウイルス感染症の拡大 

 令和 2年 1月以降、新型コロナウイルス感染症の世界的な拡大により観光需要は大きく減少して

います。同年 2 月には訪日外国人旅行者数は前年同月比 58.3%減、3月では 93.0%、4 月は 99.9%減

となっています。こうした情勢の中、我が国の観光では、新型コロナウイルス感染症対策をはじめ、

新型コロナウイルス感染症終息後を見据えた観光施策を弾力的に見直しながら取組を進めていま

す。 

 政府は今後 1年を目途とした行動計画として「観光ビジョン実現プログラム 2020」を以下の通り

決定しました。 

a） 新型コロナウイルス感染症により深刻な影響が生じている観光関連産業において、まずは雇用

の維持と事業の継続の支援策を最優先に取り組むこと 

b） 観光需要の回復に向けて反転攻勢に転じるための基盤を整備すること 

c） 感染の状況等を見極めつつ、我が国の観光消費の 8 割を占める国内旅行需要を強力に喚起し、

観光産業の回復と体質強化を図ること 

d） 国・地域ごとの感染収束を見極め、誘客可能となった国等からインバウンドの回復を図ること。 

 

①三重県 

 延期となった東京 2020 オリンピック（令和 3年）、大阪・関西万博（令和 7年）やリニア中央新

幹線開業（令和 9年）等の日本にとって重要なプロジェクトが多数予定されており、これを三重の

観光に活かしていくことを重要視しています。また、県内でも新たな集客施設や宿泊施設のオープ

ンや第 9回太平洋・島サミット、三重とこわか国体・三重とこわか大会（令和 3年）の開催が予定

されており、令和 15 年の神宮式年遷宮を見据えて、世界が憧れる質の高い観光地づくり、イベン

トに頼らず誘客できる観光産業の構築に取り組んでいます。 
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 三重県では、令和 2年 3 月に策定された「三重県観光振興基本計画」に基づき令和 5年度までの

間、県が観光振興に関する計画目標と施策体系を次の通り定めています。 

【三重県観光振興基本計画を実現させる施策体系】 

戦略 施策展開の柱 施策 

「世界の人びとを

魅了する三重の観

光」 

世界から選ばれる三重

の観光のブランディン

グ 

体験型観光の創出・充実による滞在型リゾー

トの形成、客が客を呼ぶサイクルの構築に向

けた三重の観光のブランディング展開 

伊勢志摩サミット開催地の知名度を生かし

た MICE7開催地としてのブランド価値向上 

一流の観光資源の磨き

上げ・オンリーワンの

観光の魅力づくり 

日本の文化聖地という三重のイメージ、多様

な自然環境、食等、三重ならではの一流の観

光資源を活かした国内外からの誘客促進 

持続可能な自然資源の保全活用 

三重県の立地を生かし

た国内外からの誘致 

リニア中央新幹線全線開業や大阪・関西万博

等を見据えた首都圏、関西圏、中京圏からの

インバウンドも含めた誘客促進 

三重県の立地を生かした観光産業の投資促

進、人材の呼び込み 

「TOKOWAKA8～変革

し続ける観光産業

へ～」 

旅行者目線に立った旅

行環境の変革 

AI9や ICT10などの新技術を生かした快適で利

便性の高い受入環境の整備促進 

安全・安心に旅行できる環境の整備促進 

観光産業を担う人材育

成、若者定着 

観光産業の働き方改革・起業・事業継承等の

経営革新 

観光産業の持続的な発展を支え、観光産業を

若者にとって魅力的な産業にするための人

材の確保・育成 

観光産業に関わる組織

改革・連携強化 

オール三重で観光振興を進める、新たな推進

体制の構築 

農林水産業、製造業、サービス産業等、多様

な産業間連携強化・KUMINAOSHI11による新た

な観光魅力創造 
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【三重県観光振興基本計画を実現させる計画目標】 

目標項目 
現状値 

（平成 30年度） 

目標値 

（令和 5年度） 

（１）観光消費額 

（観光入込客数×一人あたりの観光消費額） 
5,338 億円 6,000 億円 

（２）観光客満足度 

 
94.9% 95.0%以上 

（３）県内の延べ宿泊者数 

 
890 万人 950 万人 

（４）県内の外国人延べ宿泊者数 

 
34 万人 68 万人 

（５）国際会議の開催件数 

 
16 件 20 件 

（６）宿泊・飲食サービス業における収入の

全国順位 
全国 12 位 全国 10 位以内 
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 三重県来訪の訪日外国人 

 三重県を観光やレジャー目的で訪れた外国人は令和元年でおよそ 168,000 人でした。国籍別の訪

問者を見ると中国、台湾、香港の 3国で 8割近い訪問者数を占めています。 

 

 また、県内を訪れた外国人の動向としては、半数以上が日帰り（57%）ですが、長期滞在者も多く

平均滞在日数は 4 日という結果になっています。滞在状況を GPS データより見てみると、鳥羽市、

伊勢市での滞在率が高い結果になっています。 

 滞在中の消費額については 1人あたり宿泊者の場合で 66,399 円、日帰り観光で 35,934 円となっ

ています。 

 

 三重県来訪の国内旅行者 

 三重県を訪れる日本人旅行者の 7 割が日帰りでの観光を行っています。平成 30 年に三重県観光

客実態調査を行ったところ、リピーター率は過去最高となっており、5 回以上訪問者も順調に増加

しています。三重県を訪れる方のおよそ 6割が県外発地になっており、愛知県や大阪府からの来訪

者が多くなっています。 
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 三重県滞在中の消費額については 1 人あたり宿泊者の場合で 26,270 円、日帰り観光で 5,634 円

となっています。 
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東京都, 1.7%

神奈川県, 8.0%

埼玉県, 5.0%
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岡山県, 
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福岡県, 

2.0%
石川県、香

川県, 2.0%
平成30年三重県来訪者発地
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②近隣市町 

 明和町と特に関わりの深い、2市 3町（伊勢市、松阪市、多気郡 3町）の 5年間（平成 27 年から

令和元年）における観光入込客数を平均化した月ごとの数値を比較してみると、年間の入込客数は

明和町で伊勢市の 1.7%ほど、松阪市と比較しても 9.7%の数値となっています。 

 月ごとの推移をみると、初詣需要により伊勢市は 1月の入込が最も多いものの、それ以外の市町

では若干の落ち込みが見られます。一方で、明和町は他の市町と異なり「斎王まつり」が開催され

る 6月の需要が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 近隣市町の観光トピックス 

・令和 2年にみえ商工会アンテナショップがオープン（多気町） 

・令和 3年に滞在型複合施設のオープン（多気町） 

・令和 3年に道の駅に隣接した宿泊施設のオープン（大台町） 

・令和 4年に「倭姫宮ご鎮座 100 周年記念奉祝行事」（伊勢市） 

・英国、フランス、豪州をメインターゲットとしたインバウンドの推進（伊勢志摩コンベンション

機構） 

・滞在型複合施設のオープンを機運とした「スーパーシティ」構想12（広域） 

・伊勢志摩を舞台にした映画の制作（広域） 

・新しい働き方（ワーケーション、テレワーク等）の推進（広域） 

 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 

松阪市 129 148  278 213 214 127 272 212 136 158 358 122 

伊勢市 2,176 1,036 1,147 929 1,165 744 939 1,104 905 1,143 1,094 948 

明和町 11 11 15 13 19 50 17 25 27 18 15 7 

多気町 25 26 36 35 37 40 23 30 28 37 51 34 

大台町 41 40 47 45 51 41 44 56 41 44 45 45 
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 現在の課題を把握するとともに、今後の明和町観光振興に活用することを目的に令和 2年度の 11

月に「明和町観光振興計画策定アンケート」を町内の小学校 PTA 及び旅行関係民間事業者（旅行代

理店、交通など）それぞれ向けに以下の通り実施しました。 

 アンケートの全容については、別紙『令和２年度 観光振興計画に関わるアンケート調査報告書』

に記載させていいただきました。 

調査対象 町内 6小学校 PTA 旅行関係民間事業者 

調査時期 令和 2年 11 月 令和 2年 11 月 19 日～12 月 2 日 

調査方法 郵送調査 訪問面接調査・郵送調査 

サンプル数の実績 263 名 118 名 

 

【アンケート調査の結果まとめ】 

町内小学校 PTA 旅先を選ぶ際、「インターネットの HP」を重要視する。続いて「旅

情報誌」や「旅行会社パンフレット」、「家族や知人からの勧め」が多

くなっている。 

旅先を選ぶ際には「親子で楽しめる」を重要視している割合がもっ

とも高い。続いて「食べ物」、「宿泊施設」となっている。 

移動については、自家用車が全体の 9割を超える。 

町内にあれば参加したいプログラムについては、「キャンプ体験」

や「海を使ったアクティビティ」が多い。 

地域を観光地としてオススメができるという回答は 3 割程度であ

ったが、日本遺産の物語については魅力的だとする回答が 7 割を超

えた。 

旅行関係民間事業

者 

伊勢志摩へ観光に来られる層は「夫婦・カップル」がもっとも多く、

中部圏、関西圏ともに 1泊 2日で滞在することが多い。 

移動については中部圏内からでは、自家用車が多い一方で関西圏で

は公共交通機関の利用が多い結果がでた。 

伊勢志摩への目的は「神社・寺」とすることが最も多く、合わせて

「食事」とする回答が目立った。 

事業者が魅力的と思う観光素材では、「グルメ」と「宿泊施設」が

多くなった。 

明和町が『女性』をターゲットとするなかで、『年配の女性』、『若

い世代の女性』、『インバウンド』ともに「グルメ」が必要との声が多

かった。一方で『年配の女性』には「宿泊施設」、『若い世代の女性』

には「絶景スポット」、『インバウンド』では「観光プログラム」と「絶

景スポット」が必要と別れる結果になった。 
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 【主な調査結果】町内 PTA 

 

 旅行先の選び方について 

 

 町内観光資源の認知度 

 

  

33.2%

47.7%

4.2%

77.1%

30.9%

37.0%

9.9%

0.4%

0.8%

13.0%

1.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

旅行会社パンフレット

旅情報誌他

新聞・週刊誌

インターネットHP

テレビの旅行先番組

家族や知人からの勧め

地域イベントの情報

駅や市内のポスター

ダイレクトメール

SNS

その他

69.8%

96.9%

91.6%

85.1%

59.5%

46.9%

18.7%

71.4%

85.9%

51.1%

57.3%

40.8%

27.1%

13.4%

35.9%

9.2%

6.1%

5.0%

56.1%

9.5%

46.9%

62.6%

94.7%

83.6%

64.9%

54.2%

37.8%

1.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

斎宮跡

斎宮歴史博物館

いつきのみや歴史体験館

大淀ふれあいキャンプ場

斎宮のハナショウブ群落

さいくう平安の杜

御館広場

いつき茶屋

竹神社

斎王の森

斎宮きららの森

隆子女王の墓

史跡水池土器製作所跡

カケチカラ発祥の地

業平松

佐々夫江行宮跡

斎王尾野湊御禊場跡

竹川の花園

祓川

旧竹神社跡

伊勢街道

ムーンビーチキャンプ場

斎王まつり

大淀祇園祭

いつきのみや観月会

梅まつり

こどもわいわいフェスティバル

その他
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 日本遺産「祈る皇女斎王のみやこ 斎宮」の地区別知名度 

 
 

 今現在の明和町を観光地として自慢できるか 

 
 

 町内にあったら参加したい観光プログラム 

 

 

  

知って

いる, 

57.0%

知らな

い, 

43.0%

でき

る, 

34.1%

でき

ない, 

65.9%

47.6%

16.9%

29.3%

34.2%

28.4%

15.6%

47.1%

10.7%

4.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

海を使ったアクティビティ

山などのトレッキング

川を使ったアクティビティ

森林を使ったアクティビティ

職業・農業体験

絶景スポット撮影体験

キャンプ体験

コスプレ体験

その他

44.0% 47.9%
63.6% 67.6%

51.8%

56.0% 52.1%
36.4% 32.4%

48.2%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

大淀 上御糸 下御糸 斎宮 明星
知っている 知らない

36.4%
28.3% 33.3%

41.2%
28.3%

63.6%
71.7% 66.7%

58.8%
71.7%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

大淀 上御糸 下御糸 斎宮 明星
できる できない

 

※その他内訳（10 件） 

参加したいものがない（3件） 

発掘調査体験（3件） 

イルミネーション（1件） 

謎とき！？ツアー（1件） 

祭に参加する（１件） 

ウォークラリー（1件） 
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 情報発信に対する満足度 

 

 

 子どもによる明和町内の観光案内を行う体験の参加について 

 

 

  

十分, 

53.6%

不十分, 

43.5%

必要なし, 

2.9%

参加する, 

70.9%

参加しない, 

29.1%
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【主な調査結果】民間事業者 

 

 「明和町」の認知度（地域別） 

 
 

 伊勢志摩への来訪者の地域別属性 

 

  

37.5%
32.9%

17.5%

12.5%

41.4%

35.0%

50.0%

25.7%

47.5%
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40%
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80%

100%
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はい 地名だけは知っている 知らない

37.5%
31.9% 29.7%

0.0%
20.3%

35.1%
12.5%

24.6%

24.3%

37.5%

21.7%

8.1%12.5%

1.4% 2.7%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

三重県 中部 関西
10～30代 40代 50代 60代 70代以上
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 伊勢志摩への来訪者の移動手段（地域別） 

 

 伊勢志摩への観光の目的 

 

  

12.5%

32.9% 31.6%

62.5%

52.9%
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12.5%
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12.5% 14.3%
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0.0% 0.0% 0.0%
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40%
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団体バスツアー 自家用車 レンタカー 公共交通機関 その他

79.5%

0.9%

42.7%

14.5%

2.6%

9.4%

0.0%

5.1%

29.1%

0.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

神社、寺

マリンスポーツ

食事

水族館、博物館

自然体験

歴史、文化

祭

ショッピング

宿泊施設

その他
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 「女性」をターゲットにした場合に必要な施策 

（平日来訪する年配女性） 

 

（休日来訪する若い世代） 

 

（外国から来訪する女性） 

 

  

90.6%

45.3%

5.1%

20.5%

49.6%

32.5%

0.0%

0.0%

0.9%

18.8%

4.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

グルメ

お土産

自然体験プログラム

観光プログラム

宿泊施設

絶景撮影スポット

リモートワーク等できる施設

オンラインツアー

交通アクセスの向上

インバウンド対応

その他
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17.2%

30.2%

36.2%

65.5%

0.9%

0.9%

13.8%

0.0%

1.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

グルメ

お土産

自然体験プログラム

観光プログラム

宿泊施設

絶景撮影スポット

リモートワーク等できる施設

オンラインツアー

交通アクセスの向上

インバウンド対応

その他

47.9%

16.2%

29.1%

47.0%

17.9%

51.3%

0.9%

5.1%

14.5%

46.2%

2.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

グルメ

お土産

自然体験プログラム

観光プログラム

宿泊施設

絶景撮影スポット

リモートワーク等できる施設

オンラインツアー

交通アクセスの向上

インバウンド対応

その他
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 明和町からの観光情報提供について 

 

 求められている観光情報 

 

 

  

A4一枚程度であ

れば, 67.3%

詳しく知りたい, 

15.0%

不要, 17.7%

明和町のみ, 

7.1%

伊勢志摩含め, 

83.0%

松阪市含め, 

9.8%
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 国、三重県、近隣市町の観光動向そして、アンケート調査の結果から現在の明和町における観光

振興の課題を抽出し「強み」に、もしくは解決していく必要があります。 

 

課題 1.町内観光資源への関心 

・住民が町内観光資源の魅力を、知ることができる機会をつくる 

・歴史や文化などに関心が低い方への分かりやすい伝え方 

・新しい視点からみる、町内の魅力の発見 

・飽きさせない、新鮮味のある継続的な取組 

 

課題 2.「消費」できる環境 

・町内での滞在時間を拡大させることでのできる「観光商品」の提供 

・民間事業者との連携促進による、町内での消費促進 

・ここだけでしか体験できないサービスの開発 

・顧客満足度の向上をはかるおもてなし 

 

課題 3.地域間の連携強化 

・広域的な視点での滞在時間拡大 

・県内、近隣市町への来訪者に対しての立ち寄り促進 

・近隣市町に暮らしている住民の観光促進 

・交通環境の整備や ICT 等の最先端技術の活用による利便性の向上 

 

課題 4.情報発信力 

・特性にあう客層を絞り込み、ターゲットの設定 

・歴史文化や自然体験、グルメなどの複合的な楽しみ方の提案による観光の動機づけ 

・「オンリーワン」の魅力を発信 

・訪れなくても「楽しめる」、「消費できる」仕組みづくり 

 

  

 



 

 

31 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

計画の 

基本構想 

第３章 
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 明和町には、史跡斎宮跡をはじめとする歴史や大淀海岸や斎宮調整池周辺（斎宮調整池・斎宮

きららの森）などの自然による豊かな観光資源があります。その中でも、『史跡斎宮跡』は、明和

町における中心的な観光資源であると同時に、後世に引き継いでいくべき貴重な歴史文化資源と

しての性格を持っています。明和町が誇るべき歴史や文化を後世に引き継ぐためには、地域に住

む人々が明和町に誇りを感じ、愛着をもって次世代へとつないでいくことが重要となります。 
 歴史や文化だけではなく、町内に残る自然環境などの多様な観光資源を活かし、それらの魅力を

多くの人々に知ってもらうとともに、実際に訪れ、満足をしてもらう視点が必要となっていきます。

『観光』を通じて本町がもつ長所を活かし、課題を解決し「持続可能な観光」を目指すため、将来

ビジョンと基本目標を次のように設定します。 

 

【将来ビジョン】 

 

【基本目標】 

観光入込客数 

 明和町の魅力を幅広く情報発信していくことで、主要な観光施設への来訪者を増やし令和 7年度

末では年間 30 万人を目標とします。 

 

明和町内宿泊者数 

 明和町には町営のキャンプ場をはじめ、いくつかの宿泊施設があります。明和町内の宿泊施設を

利用し、長期間での滞在をする来訪者を令和 7年度末では 2万 5千人を目標とします。 

 

観光プログラム体験件数 

 魅力的な観光資源（歴史や文化、自然等）を活用した、観光商品の開発や販売を支援し、「明和町

ならでは」を体験する方を令和 7年度末では 6万件を目標とします。 

 

観光消費額 

 地域の「稼ぐ力」を育成していき令和 7年度末では 3,000 万円の消費額を目標とします。 

（※算出方法 町内宿泊施設+斎宮ブランド販売店売上+観光商品売上）  
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基本目標 
基準数値（令和元年

度） 

数値目標（令和 7年

度） 

観光入込客数 282,026 人 300,000 人 

宿泊者数 22,505 人 25,000 人 

観光プログラム体験件数 - 60,000 件 

観光消費額 - 30,000,000 円 

 

 

 第 2 章でまとめた課題を踏まえつつ、将来ビジョン「歴史と自然が彩るおもてなしのまち・明和

町」と各基本目標の達成にむけ、令和 3年度から令和 7年度にかけての観光振興における基本方針

を次の 3つに定めるとともに、戦略的な視点をもち施策を効果的に展開していきます。 

 

基本方針 1.「おもてなし」の環境づくり 

 観光アンケートの結果から、「地域の魅力を町外からの来訪者に自信をもって伝えることができ

る」と回答した割合が全体の 3割程度と低い数値でした。地域の魅力を再発見できるような仕組み

づくりに加え、町内の小学生などを対象に、地域資源を知ることのできる環境整備を行っていきま

す。 

 

基本方針 2.「来てもらう」、「滞在してもらう」環境づくり 

 町内には歴史や文化をはじめ、自然、食などの魅力的な観光資源が点在しています。しかしなが

ら、現状ではそれぞれを単体での資源として情報発信や活用を行っています。これからは、点では

なく面として町内の資源を活用した情報発信、観光商品の造成などを行い、町内外からの来訪者が

滞在し「稼ぐ力」をもてる環境を作っていきます。 

 

基本方針 3．行政、民間、学校などとの「連携」を行う環境づくり 

 周辺では新たな大型商業施設や宿泊施設の開業も予定されています。明和町だけでの観光振興だ

けでは大きな効果を得ることができません。近隣市町の動向などを情報共有していき、広域的な視

点で考えていく必要があります。また、次の世代を担う若者などが町内に「住みたい」「住み続けた

い」と思えるような環境をつくるために、行政間だけではなく、民間や学校と連携を図り多様な視

点を取り入れていきます。 
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 第 3 章において定めた、基本方針に沿った形で大きく分けて 5つの施策を展開していきます。ま

た、令和 2年度現在終息の見込みが未だ立たない、新型コロナウイルスによる影響や、終息後のア

フターコロナを見越した施策を弾力的に関係各所と連携を図り推進していきます。 

 

【展開する施策】 

① 連携による地域活性化 

② 史跡斎宮跡の活用 

③ 魅力的な観光資源の活用 

④ 空き家等の活用によるにぎわい創出 

⑤ 郷土愛の醸成による「おもてなし力」強化 
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① 連携による地域活性化 

 伊勢志摩への入り口として明和町は地理的に位置づけられています。県内でも有数の観光地であ

る、伊勢志摩に訪れる方の立ち寄りを促進するための取り組みをはじめ、広域的な視点で滞在時間

を増加させていく必要があります。その中で、近隣市町では大型商業施設や宿泊施設が新たにオー

プンしていきます。行政間だけではなく、こうした民間との連携や、地元で活躍する事業者と協力

をしていくことによる地域の活性化を図ります。また、学校などとの連携を図り若者からの視点も

積極的に受け入れ、多様な価値観を生むことができる場づくりを検討しいきます。 

 

【取組①-１】 「伊勢の入り口明和町」地域間連携 

【 概  要 】 松阪牛が有名な松阪市と伊勢神宮という県内有数の観光資源をもつ伊勢市の

間にある町という地理的なメリットを活かしたプロモーションを近隣市町と

連携し行っていきます。伊勢志摩という広域的な視点で滞在時間や観光消費額

の向上を図っていきます。 

【事業展開】  伊勢志摩の入り口としてのおもてなしの起点とする「道の駅」構想 

 大型商業施設や宿泊施設の OPEN に合わせたマイクロツーリズムの実施 

 「斎宮、斎王」の物語を通じた地域間連携の実施 

【取組①-2】 県外の観光友好都市との連携強化 

【 概  要 】 岩手県久慈市、群馬県明和町、京都府与謝野町、島根県津和野町をはじめとし

た県外の地域との観光連携を強化していきます。新型コロナウイルス禍では県

を跨いだ移動が難しい状況でも連携可能な部分を強化し互いの地域の情報を

交換していきます。 

【事業展開】  地域内行事の情報共有・発信 

 地域特産品を使ったオンライン等による交流 

 アフターコロナに合わせた地域間交流準備 

【取組①-3】 民間事業者との連携による観光振興効果の拡大 

【 概  要 】 行政だけでの取組にするのではなく、町内事業者をはじめ旅行代理店や金融、

報道機関などの民間事業者との連携を推進し、観光振興の効果拡大を図りま

す。また、地域内での雇用拡大や「やりがい」の場を創出し幅広い価値観が集

まる場の創出を図る仕掛けづくりを行います。 

【事業展開】  女性をターゲットにした飲食の提供検討 

 旅行代理店等への積極的なプロモーション活動 

 地域 DMO 法人との連携による、地域の魅力の底上げ 

 地域内での新たな観光産業の創出における側面的支援の実施 

 次世代を担う人材の育成支援 
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② 史跡斎宮跡の活用 

 史跡斎宮跡は、わが国の歴史や文化を解明する上で重要な文化遺産として昭和 54年 3月 27 日に

国指定をされました。その後平成 27 年度には斎宮と斎王に関するストーリーが『日本遺産』にも

認定されるなどと、ここにしかない貴重な資源です。史跡斎宮跡の整備を進め、活用を行っていく

ことで、「斎宮」や「斎王」を中心とした観光振興を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

  

【取組②-1】 史跡斎宮跡の魅力向上 

【 概  要 】 明和町歴史的風致維持向上計画を基にした整備や日本遺産の物語を主軸に、史

跡斎宮跡の魅力を向上させ、町内外からの来訪者を呼び込み知名度のさらなる

向上、にぎわいの創出による産業の発展を目指し町内経済需要の向上を図って

いく取組を実施します。 

【事業展開】  史跡斎宮跡内でのイベント実施および誘致 

 レンタサイクル等の交通手段拡張による回遊性向上 

 いつきのみや地域交流センターの活用 

 リピート観光を狙った仕掛けづくり 

【取組②-2】 『斎宮』ブランドを活かした情報発信 

【 概  要 】 これまでにも、SNS をはじめ、インターネットや各種メディアを活用した情報

発信を実施し、歴史や文化に関心が高い方などへの効果はありました。これま

で同様の情報発信に加え、新たな観光客層を狙うため明和町ならではの「斎宮・

斎王」の物語を活かした情報発信を実施します。 

【事業展開】  アニメや映画等の動画による「明和町」のプロモーション 

 メディアキャラバンによる効果的な広報の実施 

 具体的なターゲットの選定 

【取組②-3】 歴史・文化の追体験による観光客誘致及び学びの場づくり 

【 概  要 】 十二単や直衣などをはじめとした平安装束の体験や、復元したさいくう平安の

杜のロケーション、VR体験など斎宮ならではの体験の場が整備されています。

こうした体験をそれぞれつなげより満足度の高い体験プログラムの開発を行

い、非日常を体験できる環境を整備します。 

【事業展開】  いつきのみや歴史体験館を中心とした歴史体験プログラム促進 

 さいくう平安の杜をはじめとした復元区域の活用 
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【取組②-4】 斎宮「夜のにぎわい」創出 

【 概  要 】 近鉄沿線上に位置する好条件を活かし、既に実施している一般社団法人明和観

光商社による「満月屋台」、史跡斎宮跡保存協会による「いつきのみや観月会」、

また令和 2 年度には竹神社にて満月限定での催しが開催されました。「夜」な

らではのにぎわい創出を図る仕掛け作りを実施し滞在交流時間の拡大や新規

顧客の獲得を目指します。 

【事業展開】  さいくう平安の杜を活用したプロジェクションマッピングの実施 

 「斎宮×満月」をコンセプトにしたブランディング 

 日本遺産構成文化財である「竹神社」を活用した仕掛けづくり 
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③ 魅力的な資源の活用 

 町内には、史跡斎宮跡の他にも多くの魅力的な資源があります。大淀海岸や斎宮調整池周辺（斎

宮調整池、斎宮きららの森）をはじめとした自然環境や、御糸織（松阪もめん）や擬革紙などの伝

統工芸品、また各地区に残る伝統文化、豊かな土地、水から作られる農水産物などが点在していま

す。それらを繋げていく魅力的な商品を造成し、来訪者やファンの獲得を図っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取組③-1】 「海沿い」への誘客 

【 概  要 】 町営のキャンプ場である『大淀ふれあいキャンプ場』を起点に、『海』や『キャ

ンプ』を活用した観光誘客を図ります。新型コロナウイルスにより新しい生活

様式が求められる等の影響からアウトドアの需要が高まっています。また、働

き方についても模索されていることから、若い世代を中心とした誘客を図る仕

掛け作りを実施します。 

【事業展開】  ワーケーション等の環境提供によるキャンプ場平日利用の促進 

 漁港を活かした、誘客の促進 

 マリンアクティビティ等の開発、運用 

【取組③-2】 祓川を活用した親水空間の創出 

【 概  要 】 斎宮歴史博物館西部の祓戸の整備による、祓川を活用した親水空間の創出を図

り、川遊びや生物観察などの自然とふれあうことができる環境を活用した体験

プログラムの開発を行い、子ども達のにぎわいを創出する仕掛けを検討してい

きます。 

【事業展開】  祓戸広場の親水空間環境整備 

 祓川を活用した川遊び体験プログラムの開発 

【取組③-3】 「斎宮調整池」、「斎宮きららの森」のを活かしたおもてなし 

【 概  要 】 多気町にできる大型商業施設と明和町を結ぶ動線上に位置するところ、特に

「斎宮調整池」や「斎宮きららの森」の活用を検討し、地域の声を聞きながら

誘客を図り、交流ができる環境づくりを実施します。 

【事業展開】  斎宮きららの森を活用したにぎわい創出の可能性検討 

 斎宮調整池を活用した写真スポット環境整備の検討 

 多気町大型商業施設利用者の誘客環境の整備 
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【取組③-4】 町内農水産物、特産品、伝統工芸品の販路拡大支援 

【 概  要 】 御糸織や擬革紙などの伝統工芸品や、農作物、海産物などの豊富な商品が明和

町にはあります。こうした地場産品のブランド化をはじめ、感染症にも負けな

い地域づくりのためにインターネット等を活用した販路拡大の仕掛け作りや

支援を実施します。 

【事業展開】  インターネットショッピングの商品ラインナップの充実 

 地場産品を活用したブランド商品の開発及び販売支援 

 県外へのプロモーションイベントの参加及び販売 

 地場産品の直販環境の仕掛け作り 

【取組③-5】 明和町伝統文化の継承、参加者の拡大 

【 概  要 】 町内の各地区には多種多様な伝統文化・行事が今もなお継承され残っていま

す。しかし、若い世代の担い手が少なくなってきておりこれからの継承が難し

くなっていきているものも少なくありません。こうした地域の魅力ある伝統文

化・行事の継承のために地域内外からの参加者を募ることができる仕掛けづく

りを検討していきます。 

【事業展開】  伝統文化・行事を活用したツアー商品の造成 

 地域内外への情報発信による参加者拡大 

 伝統文化・行事の関心、参加意欲の向上の検討 



 

 

41 

④ 空き家等の活用によるにぎわい創出 

 近隣市町のベットタウンとして、転入者もある一方で、高齢化などの事情により空き家や空き店

舗の増加が課題としてあがります。また、史跡斎宮跡をはじめ広大な敷地があるが、文化財の保存

という観点から有効に活用ができていない現状です。こうした課題を解決するため、令和 2年度に

地域まちづくり法人（DMO 法人）である一般社団法人 明和観光商社が策定した「空き家等活用ビ

ジョン」などを基に空き家や公有地等の有効活用を図り、地域住民や来訪者など幅広い方が交流で

きる「にぎわい」創出を目指した取り組みを実施します。 

 

 

 

 

【取組④-1】 町内エリア分類による空き家等活用の検討及び支援 

【 概  要 】 明和町地方創生交付金事業により一般社団法人明和観光商社が策定した「明和

町空き家等活用ビジョン計画」との連携を図り、町内の空き家等の活用を検討

していきます。新しい生活様式ニーズも取り入れ、観光以外の利用も検討・推

進を行い交流人口の拡大を目指していくものとします。 

【事業展開】  空き家等を活用した、「にぎわい」創出調査 

 空き家等を活用した「ワーケーション」等の利活用調査 

 空き家等を活用した民泊、農泊、移住定住の促進調査 

 欧州からのインバウンドを狙った長期滞在の推進 

【取組④-2】 広大な敷地を活用した、「にぎわい」、「産業」の創出 

【 概  要 】 文化財の保護を行うとともに、活用し持続可能な観光地を目指していく必要が

あります。文化財の保護に伴い様々な制約があるなかで、地域住民をはじめ町

内事業者など様々な方が気軽に参画することができる「やりがいの場」を検討

し、環境の整備を実施していきます。 

【事業展開】  宿泊施設等の誘致検討 

 斎宮駅周辺の公有地を活用したマルシェ等開催の環境整備 

 季節の花等の植栽による「魅せる公有地化」 

 子どもの遊び場創出 

【取組④-3】 移住・定住・起業者の受け入れ環境整備 

【 概  要 】 都市部から地方への移住やテレワークなど新しい生活様式が求められていま

す。その中で、観光を通じて明和町への移住や定住、また起業を検討している

者に対しての受け入れ環境を整備していきます。 

【事業展開】  利活用できる遊休農地等の把握 

 移住定住のワンストップ相談窓口の需要検討 

 地域おこし協力隊制度の運用 

 若い世代からの「アイデア」募集 
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⑤ 郷土愛の醸成による「おもてなし力」強化 

町内の魅力を再発見できる環境を整備するため、また伝統文化などを後世につなげていくためにも、

町内の小学生を対象に地域を知ってもらうための取り組みを実施いたします。また、地域の方が来

訪者に対して明和町の魅力を発信できるような場を創出していくことで明和町全体での観光振興

を目指す取り組みを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【取組⑤-1】 子ども向け地域資源・魅力解説 

【 概  要 】 小学生を対象に、地域の魅力ある資源を解説するため各町内の小学校へ赴き授

業の実施を明和町教育委員会と連携を図り実施します。また小学生向けの解説

を行い、子どもたちの郷土愛醸成、また歴史・文化に関心が薄い方に対して町

の魅力を知ってもらう機運づくりを行います。 

【事業展開】  定期的な町内小学校への出前授業実施 

 郷土・歴史・文化の子ども向け解説資料の制作 

 子ども向け町内資源体験プログラムの実施 

【取組⑤-2】 地域住民参画 町内の魅力発信の仕掛けづくり 

【 概  要 】 地域の魅力を地域の方が発信できるような環境を作るための仕掛け作りを行

います。また、地域の方が気づかない魅力を地域外からの視点で発見できるよ

うな環境づくりを行い、自分たちが暮らしている町を自慢できるような機運づ

くりを図ります。 

【事業展開】  ヘルスツーリズムセラピーガイドなどの人材育成 

 斎宮ガイドボランティアとの連携による地域魅力再発見 

 SNS フォトコンテスト＃MEIWALOVE の実施 

 地域住民による観光に関する取組みの支援 

 めいわインスタグラマーの募集による新たな視点からの魅力発信 



 

 

43 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

計画の 

推進体制 

大淀漁港 

第５章 



 

 

44 

 

 将来ビジョンの実現及び基本目標の達成を図るためには、行政だけではく「地域」での観光施策

を展開していく体制が必要不可欠となります。 

 地域での取組としていくためには、住民をはじめ、町内の様々な企業や団体との関わりを増やし

ていき、行政と DMO 法人である一般社団法人明和観光商社が関係者の調整役を担うことで、地域一

体となった観光施策を推進していくことができます。 

 また、それぞれが主体的に観光施策へ取組ことができるように、行政として側面的な支援を実施

していくとともに、「稼ぐ力」を持つ人材を育成していくことで「持続可能な観光」の確立につなが

るよう検討していきます。 
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 本計画の推進を着実に行うため、庁舎内の関係各課との連携及び調整を行い、推進体制を構築し

ていきます。 

 推進体制は、本計画に基づく施策について町内の関係各課などによる連絡調整や関連する施策や

事業の総合的、計画的かつ効果的な推進を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

本計画に基づく各種施策の進捗管理には「PDCA サイクル」を用います。 

PDCA とは「Plan（計画）」、「Do（実施）」、「Check（点検・評価）」、「Action（見直し）」のことで 4段

階を P→D→C→A の順で繰り返すことで、取組に関する評価・検証を不断に実施し、業務の継続的

な改善を図っていくことが可能となります。 

 Plan 

  各年度に行う取組・事業と目標を取り 

まとめます。 

 Do 

 各関係主体との協働し、取組・事業 

実施します。 

 Check 

 数値目標や客観的指標の達成度を通 

じて、効果検証を行います。 

 Action 

 検証結果をもとに次年度の取組等に 

反映し、さらなる展開をはかります。  

Plan

【考える】

Do

【実行する】

Check

【確認する】

Action

【見直す】

 

・ 各課の取組状況の共有 
・ 取組方針・内容・目標の検討 
・ 関連施策との連携協議 

・施策・取組の進捗管理 
（目標の達成度の評価） 

・計画の見直し 

施
策
・
取
組
の
実
行 

斎宮跡・文化観光課 

○主な関係課 

・まちづくり戦略課 

・建設課 

・産業振興課 

・生活環境課 

・健康あゆみ課 

・こども課 

・教育課 

庁
内
全
課 
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 計画推進のため向かうべき方向性を共有し、住民、観光関連団体、観光関連事業者、行政の役割

を明確にし、各々が着実に取組とともに、相互の連携を強化していく必要があります。 

 

 住民 

・住民は、地域をよく知り、町内の観光資源や魅力を支えています。住民自らが楽しみながら、来

訪者との地域交流を積極的に促進します。 

・地域ぐるみで考えた独自の取組は来訪者に感動を与えるとともに、地域内での賛同者や協力者の

輪が拡がり、持続的かつ発展的なものとなります。 

・住民一人ひとりが来訪者を温かく迎えられるよう、おもてなし力の向上を図ります。 

・地域の人々による口コミや SNS 等を通じた「声」は、まちの強力な PRにつながります。 

 

 観光関連団体 

・観光関連団体は、行政とともに観光まちづくりを進める主導的立場として、地域の観光まちづく

りの合意形成の場などに関わり、調整を行います。 

・観光関連事業者との連携・協力体制の充実を図るとともに、他産業との連携・交流を推進します。 

・時代のニーズに応えるメニューづくりや施設管理を行うとともに、来訪者に対するおもてなしの

心を育む人材の確保や育成を促進します。 

 

 観光関連事業者 

・観光関連事業者は明和町の観光推進の主体的役割を担います。 

・観光関連事業者間でそれぞれの得意分野を持ち寄り、イベントや商品開発等を通じて、地域の観

光を盛り上げるとともに「稼ぐ力」の確立を推進します。 

・様々な事業活動を通じたインターネットなどによる情報発信は、企業の魅力とともに、明和町の

魅力を伝えることで強力な PR につながります。 

・事業を通じた来訪者への「おもてなし」の提供を行い、明和町観光の満足度を高めていきます。 

 

 行政 

・住民、観光関係団体、事業者などが観光まちづくりに積極的に参加しやすい環境づくりを行いま

す。 

・地域一体となった情報発信やプロモーションを観光関連団体とともに主体的に行います。 

・観光に関する統計を整備し、観光まちづくりに活かします。 

・住民参加の観光まちづくり活動を支援し、住民の観光に対する理解の促進を図ります。 

・国や県と連携することで、民間ができない公的立場からのサポートを行います。

 





 

 

 

用 語 解 説 
 
1 観光地域づくり法人（DMO） 

地域の「稼ぐ力」を引き出すとともに地域への誇りと愛着を醸成する「観光地経営」の視点に立った観光地域づくり

の舵取り役として、多様な関係者と協同しながら、明確なコンセプトに基づいた観光地域づくりを実現するための戦略

を策定するとともに、戦略を着実に実施するための調整機能を備えた法人。 

 
2 持続可能な観光 

 訪問客、業界、環境および訪問客を受け入れるコミュニティーのニーズに対応しつつ、現在および将来の経済、社

会、環境への影響を十分に考慮する観光。 

 
3 日本遺産 

 地域の歴史的魅力や特色を通じて我が国の文化・伝統を語るストーリーを「日本遺産（Japan Heritage）」として文化

庁が認定するもの。 

 
4 ワーケーション 

 work（労働）と vacation（休暇）を組み合わせた造語で、観光地やリゾート地でテレワーク（リモートワーク）を活

用し、働きながら休暇をとる過ごし方。在宅勤務やレンタルオフィスでのテレワークとは区別される。働き方改革と新

型コロナウイルス感染症の流行に伴う「新しい日常」の奨励の一環として位置づけられる 

 
5 ディスティネーション（destination） 

 旅行目的地 

 
6 SNS(social networking service) 

 ソーシャル・ネットワーキング・サービス。人と人との社会的なつながりを維持・促進する様々な機能を提供する、会

員制のオンラインサービス。 

 
7 MICE(Meeting / Incentive Travel / Convention / Exhibition) 

  企業等の会議（Meeting）、企業等の行う報奨・研修旅行（Incentive Travel） 

国際機関・団体、学会等が行う国際会議（Convention）、展示会・見本市、イベント（Exhibition/Event）の頭文字を使

った造語。 

 
8 TOKOWAKA 

 三重県観光振興基本計画では、常に瑞々しい状態を保つ「常若」の精神を、三重県の観光が急速に変化する社会に適

応し、旅行者目線で常に変革し続ける産業を目指すことの意味を持たせることとし、アルファベットで表記。 

 
9 AI（artificial intelligence） 

 人口知能 

 
10 ICT（Information and Communication Technology） 

 情報通信技術 

 
11 KUMINAOSHI 

 人材や技術、地域の資源、ビジネスなどの様々な要素について、既存のものだけでなく新たなものを積極的に取り込

み、それらを組み合わせたり、繋ぎなおしたりすることで、技術革新を起こし新たな価値の創出につなげること（三重

県観光振興基本計画より） 

 
12 「スーパーシティ」構想 

 スーパーシティとは AI やビッグデータ等の最新テクノロジーを活用し社会の課題を解決する未来都市。最先端技術と

規制改革によって課題を解決する試みとしてスタートしたのがスーパーシティ構想。 

 

 

 

 

 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%80%A0%E8%AA%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A6%B3%E5%85%89%E5%9C%B0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AA%E3%82%BE%E3%83%BC%E3%83%88%E5%9C%B0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%86%E3%83%AC%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%82%AF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9C%A8%E5%AE%85%E5%8B%A4%E5%8B%99
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AC%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%83%AB%E3%82%AA%E3%83%95%E3%82%A3%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%83%8D%E3%81%8D%E6%96%B9%E6%94%B9%E9%9D%A9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%B0%E5%9E%8B%E3%82%B3%E3%83%AD%E3%83%8A%E3%82%A6%E3%82%A4%E3%83%AB%E3%82%B9%E6%84%9F%E6%9F%93%E7%97%87%E3%81%AE%E6%B5%81%E8%A1%8C_(2019%E5%B9%B4-)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%B0%E5%9E%8B%E3%82%B3%E3%83%AD%E3%83%8A%E3%82%A6%E3%82%A4%E3%83%AB%E3%82%B9%E6%84%9F%E6%9F%93%E7%97%87%E3%81%AE%E6%B5%81%E8%A1%8C_(2019%E5%B9%B4-)

